
推
進
い
た
し
ま
す
。

道
路
は
、
引
き
続
き
幹

線
道
路
で
あ
る
山
手
幹
線
、

西
福
河
原
線
、
市
役
所
前

線
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

中
津
浜
線
に
つ
い
て
、
美

装
化
等
の
二
次
改
築
事
業
、

跨
線
橋
の
耐
震
補
強
等
を

行
う
と
と
も
に
、
国
道
２

号
と
の
交
差
点
の
改
良
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
鷲
林
寺
の
市
道

西
４
４
８
号
の
歩
道
整
備

は
、
測
量
、
基
本
設
計
等

を
行
い
ま
す
。
国
道
１
７

６
号
は
、
国
に
積
極
的
に

協
力
し
て
、
整
備
促
進
に

努
め
ま
す
。

自
転
車
対
策
と
し
て
、

阪
急
西
宮
北
口
駅
及
び
Ｊ

Ｒ
甲
子
園
口
駅
へ
の
自
転

車
駐
車
場
の
新
設
、
阪
急

甲
東
園
東
第
３
自
転
車
駐

車
場
の
増
設
な
ど
を
行
い

ま
す
。

そ
の
他
交
通
関
係
は
、

バ
ス
利
用
促
進
対
策
事
業

と
し
て
、
電
車
・
バ
ス
に

共
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
路
線
バ
ス
へ

の
導
入
に
対
し
て
助
成
を

行
う
と
と
も
に
、
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
南
北
バ

ス
に
つ
い
て
、
試
験
運
行

に
あ
た
っ
て
の
条
件
整
理

や
関
係
機
関
と
の
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
引
き
続
き
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

東
部
総
合
処
理
セ
ン
タ

ー
は
、
そ
の
整
備
に
係
る

生
活
環
境
影
響
調
査
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

西
ノ
宮
駅
南
駅
前
広
場
に

公
衆
便
所
を
設
置
し
、
白

水
峡
公
園
墓
地
、
甲
山
墓

園
の
墓
所
の
整
備
及
び
満

池
谷
火
葬
場
の
設
備
改
修

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料

に
つ
い
て
、
経
費
負
担
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、
経

費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
、

民
営
化
を
基
本
と
し
て
、

関
係
者
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

上
水
道
事
業
は
、
浄
水

施
設
の
統
廃
合
や
耐
震
化

に
向
け
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、
配
水
管
の
耐
震
化

や
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更

新
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

安
全
な
水
を
安
定
し
て
供

給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
鷲
林

寺
、
名
塩
美
山
地
区
の
汚

水
渠
整
備
や
処
理
場
施
設

等
の
更
新
を
進
め
る
ほ
か
、

雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
や

合
流
式
下
水
道
の
改
善
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

公
営
企
業
化
に
向
け
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
水

道
事
業
と
の
統
合
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。
甲
子
園
浜
の
未
利
用

の
下
水
道
用
地
約
７
・
３

㌶
は
、国
の
補
助
を
受
け
、

高
度
処
理
用
地
と
し
て
順

次
土
地
開
発
公
社
か
ら
取

得
し
、
残
地
の
約
５
・
６

㌶
は
、
引
き
続
き
利
用
方

法
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

河
川
関
係
で
は
、
武
庫

川
で
現
在
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
河
道
整
備
工
事
の

促
進
と
、
新
た
な
河
道
整

備
基
本
方
針
の
早
期
策
定

を
県
に
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
台
風
２３

号
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
リ
バ
ー
サ
イ
ド
住
宅
に

つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
さ

れ
た
方
々
と
県
と
の
間
で

進
展
中
の
河
川
整
備
に
つ

い
て
の
協
議
が
早
期
に
整

え
ら
れ
る
よ
う
、
県
に
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
名

塩
川
で
は
河
道
改
良
の
促

進
を
、
ま
た
、
南
部
地
域

で
は
県
が
取
り
ま
と
め
る

予
定
の
河
川
整
備
計
画
に

基
づ
い
た
洗
戎
川
の
高
潮

対
策
整
備
を
、
県
に
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
《
産
業
が
栄
え
地

域
が
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く

り
》
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。産

業
は
、
ま
ち
の
活
力

の
源
で
あ
り
ま
す
。
地
域

経
済
の
担
い
手
で
あ
る
産

業
界
の
活
性
化
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

本
市
の
産
業
・
観
光
情

報
を
発
信
し
、
市
民
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
双

方
向
の
「
西
宮
市
地
域
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
「
起
業
家
支
援
事
業
」

や
「
産
学
官
民
連
携
の
交

流
事
業
」
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
新
規
事
業
の
立
ち

上
げ
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
創
出
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
西
宮
」
に
ふ
さ
わ
し
い

企
業
を
誘
致
す
る
た
め
、

オ
フ
ィ
ス
の
賃
料
を
補
助

す
る
な
ど
の
「
企
業
誘
致

補
助
事
業
」
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
本
市
の
地

理
的
特
性
や
産
業
集
積
の

地
域
特
性
な
ど
の
調
査
を

行
い
、
そ
れ
を
い
か
し
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・

導
入
を
促
進
す
る
た
め
、

「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向
け

た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

本
市
の
歴
史
的
な
資
産

で
あ
る
酒
蔵
地
帯
で
は
、

引
き
続
き
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
街
路
ア

プ
ロ
ー
チ
灯
の
設
置
を
行

い
、
修
景
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
《
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
》
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。効

果
的
・
効
率
的
に
庁

内
事
務
を
実
施
す
る
た
め
、

新
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
、

庶
務
事
務
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

県
及
び
県
下
市
町
共
同
で

構
築
し
た
電
子
申
請
・
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
運
用

や
一
元
化
し
た
道
路
管
理

情
報
の
発
信
な
ど
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
、

住
民
満
足
度
の
高
い
電
子

自
治
体
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
た
め
の
体
制
の
整
備

も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

職
員
の
勤
務
時
間
を
午

前
８
時
４５
分
か
ら
午
後
５

時
３０
分
ま
で
と
す
る
と
と

も
に
、
開
庁
時
間
を
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
３０
分

ま
で
と
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

水
道
局
に
お
け
る
各
種

問
い
合
わ
せ
等
の
窓
口
を

一
元
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、「
電
話
受

付
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

北
部
地
域
の
課
題
で
あ

る
「（
仮
称
）山
口
地
区
セ

ン
タ
ー
」
の
整
備
は
、
平

成
１７
年
度
に
行
っ
た
基
本

設
計
に
基
づ
き
、
地
元
と

も
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

実
施
設
計
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

第
３
次
総
合
計
画
の
計

画
期
間
が
平
成
２０
年
度
で

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
次

期
総
合
計
画
の
策
定
に
向

け
、
新
た
な
総
合
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
人
口
、

財
政
収
支
な
ど
の
基
礎
的

な
デ
ー
タ
の
収
集
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、

現
在
管
理
委
託
を
行
っ
て

お
り
ま
す
２
０
０
を
超
え

る
公
の
施
設
に
導
入
す
る

と
と
も
に
、
直
営
施
設
に

つ
い
て
も
導
入
の
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
期
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
市
の
公
用
・
公
共
用

施
設
の
効
果
的
・
効
率
的

な
施
設
保
全
を
行
い
ま
す
。

新
年
度
は
、
勤
労
会
館
及

び
北
消
防
署
の
空
調
設
備

の
改
修
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
施
設
に
お
け
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
と
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を

導
入
し
て
、
空
調
設
備
の

熱
源
更
新
等
を
行
い
ま
す
。

次
に
平
成
１８
年
度
予
算

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
赤
字

団
体
へ
の
転
落
も
危
惧
さ

れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
昨
年
１１
月
に
改
訂
し

た
第
３
次
行
財
政
改
善
実

施
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
内

部
管
理
経
費
の
削
減
を
行

う
一
方
、
前
年
度
に
引
き

続
き
、
予
算
編
成
に
お
け

る
庁
内
分
権
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
福
祉
や
情
報

化
な
ど
市
民
や
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
必
要
の
あ

る
分
野
に
対
し
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
果

的
、
重
点
的
に
配
分
す
る

よ
う
努
め
ま
し
た
。

歳
出
面
で
は
、
消
費
的

経
費
に
つ
い
て
、
人
件
費

な
ど
の
内
部
管
理
経
費
の

削
減
や
投
資
的
事
業
費
の

圧
縮
、
平
準
化
等
に
よ
り

財
源
を
捻
出
し
、
必
要
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
新
た
な

行
政
課
題
に
対
応
す
る
施

策
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
投
資
的
経
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
残
さ
れ
た

震
災
復
興
事
業
の
早
期
完

成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

保
育
所
等
の
待
機
児
童
の

解
消
や
、
学
校
、
鉄
道
駅

舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
、
福
祉
・
教
育
や
市
民

生
活
に
密
着
し
た
事
業
を

実
施
し
、
ま
た
、
大
阪
湾

の
水
質
改
善
を
図
る
た
め
、

下
水
道
に
お
け
る
高
度
処

理
事
業
に
着
手
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

歳
入
面
で
は
、
市
税
収

入
が
景
気
の
回
復
や
定
率

減
税
の
縮
減
な
ど
に
よ
り
、

増
収
と
な
り
ま
す
が
、
減

税
の
補
て
ん
財
源
で
あ
る

地
方
特
例
交
付
金
や
減
税

補
て
ん
債
は
減
額
の
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。
普
通
交

付
税
は
、
平
成
１７
年
度
分

が
当
初
予
算
額
を
大
幅
に

下
回
っ
た
こ
と
に
加
え
、

震
災
に
よ
る
ガ
レ
キ
処
理

等
に
係
る
公
債
費
算
入
分

が
１７
年
度
で
終
了
す
る
た

め
、
国
勢
調
査
に
よ
る
人

口
増
分
等
を
見
込
ん
で
も
、

対
前
年
度
比
約
３２
億
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
第
３
次
行

財
政
改
善
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
遊
休
市
有
地
の
売

却
に
努
め
る
と
と
も
に
、

使
用
料
・
手
数
料
等
の
見

直
し
を
行
う
な
ど
、
歳
入

確
保
を
図
り
ま
し
た
が
、

な
お
不
足
す
る
財
源
に
つ

き
ま
し
て
は
、
財
政
・
減

債
基
金
の
全
額
に
加
え
、

特
定
目
的
基
金
の
う
ち
一

部
を
全
額
取
り
崩
す
ほ
か
、

新
た
に
下
水
道
の
処
理
場

用
地
貸
付
元
金
収
入
を
計

上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
赤

字
予
算
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

以
上
に
よ
り
編
成
い
た

し
ま
し
た
新
年
度
予
算
は
、

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
新
年
度
の
市
政

に
臨
む
私
の
決
意
と
施
策

の
大
要
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
議
員
各
位
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
予
算
案
を
は
じ
め

と
す
る
諸
議
案
に
ご
賛
同

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
１８
年
度

教
育
委
員
会
行
政
方
針

本
日
、
西
宮
市
議
会
第

１２
回
定
例
会
の
開
会
に
あ

た
り
、
平
成
１８
年
度
の
教

育
行
政
の
基
本
的
な
考
え

方
と
施
策
の
大
要
を
申
し

上
げ
ま
す
。

一般会計 １，５８２億 ８４３万８千円 前年度比３．２％増

（借換債を除く１，４４９億１，５１７万８千円 前年度比３．４％減）

特別会計 １，１０６億８，１９２万４千円 前年度比４．７％増

企業会計 ２１５億９，０５１万円 前年度比１．２％減

合 計 ２，９０４億８，０８７万２千円 前年度比３．４％増
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